
全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
連
合
会
（
Ｊ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
・
田
中

祐
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
今
年

度
実
施
し
た
「
第
２８
回
シ
ー
ル

ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
全
応

募
作
品
を
ま
と
め
た
作
品
集
の

頒
布
を
開
始
し
た
。
＝
写
真

同
作
品
集
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
の

基
幹
事
業
で
あ
る
シ
ー
ル
ラ
ベ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
の
全
作
品
を
１

冊
に
収
録
し
た
記
録
集
。
作
品

の
実
物
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し

て
、
使
用
し
た
印
刷
機
や
印
刷

加
工
工
程
の
ほ
か
使
用
し
た
イ

ン
キ
・
基
材
・
各
種
副
資
材
の

銘
柄
も
記
さ
れ
て
い
る
。

作
品
集
に
は
ほ
か
に
も
、
技

術
委
員
の
総
評
や
所
感
も
記

載
。
当
作
品
集
に
は
、
今
年
９

月
に
ア
メ
リ
カ
で
発
表
さ
れ
た

「
ベ
ス
ト
オ
ブ
ザ
ベ
ス
ト
」
に

輝
い
た
作
品
に
つ
い
て
も
掲
載

し
て
い
る
。

作
品
集
は
６０
部
限
定
で
、
１

部
２
万
４
０
０
０
円
（
税
、

送
料
込
み
）。
申
し
込
み
と

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
（
☎

０
３
・
５
８
１
２
・
５
７
１
７
）。

（
一
社
）
日
本
印
刷
産
業
連

合
会
（
金
子
眞
吾
会
長
）
は
１１

月
６
日
、
東
京
都
文
京
区
小
石

川
の
学
校
法
人
日
本
プ
リ
ン

テ
ィ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｊ
Ｐ

Ａ
）
で
「
２
０
１
８
年
度
印
刷

人
育
成
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
日
印
産
連
が

掲
げ
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

基
づ
く
施
策
の
一
環
で
、
経
営

幹
部
候
補
と
な
る
人
材
育
成
を

目
指
す
も
の
。
Ｊ
Ｐ
Ａ
と
の
共

催
で
、
講
演
テ
ー
マ
は
地
域
お

こ
し
か
ら
デ
ジ
タ
ル
印
刷
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ま
で
多
彩
。
初
回
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
、
知
財

管
理
、
世
界
市

場
の
４
講
演
で

４
者
が
教
鞭
を

執
っ
た
。

こ
の
う
ち

「
シ
ー
ル
印
刷
と
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
」の
演
題
で
講
演
し
た
の
は
、

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合

連
合
会
（
Ｊ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
）
会
長
で

山
王
テ
ク
ノ
ア
ー
ツ
㈱
の
田
中

祐
社
長
。

旧
友
が
久
々
に
家
へ
遊
び
に

く
る
。
確
か
日
本
酒
が
好
き

だ
っ
た
は
ず
、
一
緒
に
飲
む
酒

を
買
お
う
と
店

頭
へ
。
日
本
酒

に
は
う
る
さ
い

の
で
有
名
な
銘

柄
で
は
つ
ま
ら

な
い
。
お
っ
、

と
言
わ
せ
た
い

か
ら
変
わ
っ

た
も
の
を
買
お

う
―
―
。
凡
例

を
語
る
同
氏
は

「
皆
さ
ん
は
何

を
基
準
に
選
ぶ

だ
ろ
う
か
」と
、

Ｊ
Ｐ
Ａ
生
徒
を

含
む
聴
講
者
へ
問
い
か
け
る
。

「
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、財
や
サ
ー

ビ
ス
が
同
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ほ
か

の
も
の
と
識
別
す
る
情
報
や
媒

体
の
総
体
」「
印
刷
物
は
何
の

た
め
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
に
対

し
て
、
皆
さ
ん
の
し
て
い
る
こ

と
は
何
か
」「
印
刷
会
社
は
何

の
た
め
に
あ
る
の
か
」
と
提
起

し
た
田
中
社
長
は
「
中
小
企
業

に
足
り
な
い
の
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
概
念
」
と
主
張
し
た
。

印
刷
の
社
会
的
役
割
か
ら

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
ま
で
触

れ
た
５０
分
間
は
「
な
ぜ
今
自
社

は
顧
客
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
の

か
。
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
選
ば

れ
る
の
か
。
そ
こ
を
突
き
詰
め

る
と
お
客
さ
ま
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
お
手
伝
い
す
る
の
と
同

時
に
、
印
刷
会
社
自
身
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
も
必
要
と
判
る
。

会
社
経
営
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

そ
の
も
の
」
と
結
ん
だ
。

ま
た
当
日
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
基
本
知
識
と
活
用
法
」
の
演

目
で
Ｊ
Ｐ
Ａ
専
任
講
師
の
佐
藤

宏
司
氏
が
、
ま
た
日
印
産
連
か

ら
は
石
橋
邦
夫
広
報
部
長
が

「
世
界
の
印
刷
業
界
の
動
向
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

佐
藤
氏
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

動
向
調
査
に
関
す
る
結
果
を
分

析
し
な
が
ら
特
徴
・
機
能
・
役

割
を
明
示
化
し
「
購
買
プ
ロ
セ

ス
に
合
致
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

法
を
」
と
提
言
。
ま
た
石
橋
部

長
は
、
世
界
の
印
刷
産
業
規
模

が
９０
か
ら
１
０
０
兆
円
と
提
起

し
て
「
半
導
体
や
家
電
産
業
が

約
５０
兆
円
と
、
最
先
端
で
高
度

な
産
業
も
印
刷
の
半
分
程
度
。

印
刷
は
斜
陽
産
業
と
言
わ
れ
る

も
百
貨
店
や
家
電
小
売
、
ゴ
ル

フ
場
な
ど
右
肩
下
が
り
の
産
業

は
ほ
か
に
も
多
々
あ
る
。
そ
れ

ら
産
業
に
対
し
て
、
印
刷
は
企

画
デ
ザ
イ
ン
や
物
流
と
ま
だ
ま

だ
手
を
伸
ば
せ
る
要
素
が
あ

る
」
と
説
い
た
。

ほ
か
に
も
、
知
的
財
産
権
に

関
す
る
講
演
も
行
わ
れ
た
同
セ

ミ
ナ
ー
は
１３
日
と
２０
日
㈫
の
全

３
回
で
開
催
さ
れ
る
。

学
校
法
人
日
本
プ
リ
ン
テ
ィ

ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
・

花
井
秀
勝
理
事
長
）
は
１０
月
３０

日
か
ら
１１
月
２
日
ま
で
の
４
日

間
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
印
刷
情
報

産
業
協
同
組
合
（
ソ
ウ
ル
協
同

組
合
・
金
南
秀
理
事
長
）
の
組

合
員
に
向
け
た
研
修
会
を
実
施

し
た
。

同
会
は
ソ
ウ
ル
協
同
組
合
が

主
催
し
た
も
の
で
、
同
組
合
に

所
属
す
る
印
刷
会
社
の
次
世
代

経
営
者
１１
人
が
来
日
。
印
刷
技

術
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
な

ど
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
が
培
っ
た
後
継
者

育
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講

し
た
。

「
デ
ジ
タ
ル
×
紙
×
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
　
印
刷
ビ
ジ
ネ
ス
と

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
対
策
と
課

題
」
と
題
し
た
講
座
は
、
花
井

理
事
長
が
講
師
を
担
当
。
日
本

で
流
通
し
て
い
る
印
刷
物
の
実

物
を
交
え
な
が
ら
、
高
付
加
価

値
な
仕
事
の
創
造
に
つ
い
て
解

説
し
た
。
紙
の
印
刷
物
の
「
リ

ア
ル
な
体
験
と
感
じ
る
」「
感

情
に
訴
え
ら
れ
る
」
と
い
っ
た

特
性
を
生
か
し
、
Ｄ
Ｍ
な
ど
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
。

ま
た
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
も
説
明
を
行
っ
た
。
花
井
理

事
長
は
「
各
地
域
に
密
着
し
た

営
業
活
動
を
展
開
し
、
印
刷
だ

け
で
は
な
く
ウ
ェ
ブ
企
画
な
ど

複
合
的
に
手
が
け
る
こ
と
で
、

存
在
感
を
高
め
ら
れ
る
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
。
受
講
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
日
本
で
加
熱
し

て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を

狙
っ
た
多
言
語
表
示
な
ど
の
ト

ピ
ッ
ク
に
興
味
を
示
し
た
。

花
井
理
事
長
は
「
私
が
現
職

に
就
く
以
前
か
ら
、
１０
年
以
上

に
わ
た
っ
て
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
は
ソ
ウ

ル
協
同
組
合
と
日
韓
の
印
刷
業

界
の
発
展
を
目
指
し
、
相
互
協

力
を
重
ね
て
き
た
。
近
年
、
諸

外
国
の
印
刷
組
合
か
ら
も
後
継

者
育
成
に
関
し
て
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
」と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

印
刷
産
業
青
年
連
絡
協
議
会

（
印
青
連
・
原
田
大
輔
会
長
）
は

１０
月
２８
日
、
千
代
田
区
五
番
町
の

外
濠
公
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

「
印
青
連
大
人
の
運
動
会
」
を
開

催
。
正
札
・
ラ
ベ
ル
青
年
部
員
と

家
族
ら
２
０
０
人
が
来
場
し
た
。

Ｃ
、
Ｍ
、
Ｙ
、
Ｋ
の
４
色
４
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
秋
空
の
下
選
手
入

場
。
赤
白
帽
を
被
り
、
体
操
服
に

半
ズ
ボ
ン
姿
の
正
装
で
朝
礼
台
に

上
っ
た
原
田
校
長
は
「
印
青
連
は

単
に
社
長
だ
け
が
つ
な
が
り
交
流

す
る
場
で
は
な
い
。
社
員
の
皆
さ

ん
が
横
の
連
携
を
取
っ
て
肩
を
組

み
、
わ
れ
わ
れ
の
産
業
を
も
っ
と

盛
り
上
げ
た
い
、
と
い
う
趣
旨
で

開
催
し
た
。
競
技
は
団
体
種
目
が

中
心
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
が

ん
ば
っ
て
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

準
備
体
操
は
、
こ
の
日
の
た
め

に
用
意
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
と
動

作
で
構
成
す
る
「
印
青
連
体
操
第

一
」。
振
り
は
す
べ
て
作
業
に
由

来
す
る
も
の
で
〈
イ
ン
キ
の
セ
ッ

ト
〉
で
は
片
手
を
体
の
前
で
左
右

に
大
き
く
振
り
、
ア
キ
レ
ス
腱
を

伸
ば
し
て
〈
調
色
作
業
〉、〈
紙
さ

ば
き
の
運
動
〉
で
は
両
手
首
を
パ

ラ
パ
ラ
と
揺
ら
し
な
が
ら
両
肩
を

左
右
前
後
に
突
き
出
す
な
ど
次
々

繰
り
出
す
斬
新
な
挙
動
に
一
同
笑

顔
。〈
手
丁
合
い
〉
に
〈
断
裁
作

業
〉、
前
屈
か
ら
体
を
後
ろ
に
反

ら
す
〈
パ
レ
ッ
ト
回
収
〉、
ラ
ベ

ル
業
界
か
ら
も
〈
屈
伸
し
て
ロ
ー

ル
紙
セ
ッ
ト
〉の
運
動
が
あ
っ
た
。

実
施
し
た
競
技
は
玉
入
れ
に
大

縄
跳
び
、
綱
引
き
に
チ
ー
ム
対
抗

リ
レ
ー
な
ど
全
７
種
。
児
童
か
ら

シ
ニ
ア
ま
で
男
女
が
競
技
に
挑

み
、
競
技
者
へ
温
か
な
声
援
と
拍

手
を
送
っ
た
。
昼
休
み
に
は
観
覧

席
で
家
族
や
仲
間
と
弁
当
を
広
げ

る
和
や
か
な
光
景
が
見
ら
れ
た
。

結
果
Ｋ
チ
ー
ム
が
総
合
優
勝
を

果
た
し
、
も
っ
と
も
お
も
し
ろ
い

選
手
を
選
出
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｐ
に
は
、

山
陽
シ
ー
ル
印
刷
㈱
（
正
札
）
製

造
部
の
魚
谷
二
郎
氏
が
輝
い
た
。

　
　
　
◇
◇
◇

今
回
運
営
に
参
加
し
、
自
社
か

ら
Ｍ
Ｏ
Ｐ
も
輩
出
し
た
新
田
修
士

氏
（
正
札
）
コ
メ
ン
ト
は
以
下
。

〈
競
技
〉グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
、
大
人
の
運
動
会
な
の
で

怪
我
し
に
く
い
競
技
を
揃
え
る
の

に
気
遣
い
ま
し
た
（
笑
）。
当
日

は
審
判
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
い

ざ
競
技
と
な
る
と
い
い
歳
の
お
じ

さ
ん
達
が
本
気
で
汗
を
流
し
て
い

る
姿
を
間
近
で
見
て
、
滑
稽
で
も

あ
り
感
動
的
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
期
の
印
青
連
は
社
長
同
士
の

交
流
の
み
な
ら
ず
、
社
員
間
交
流

が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

多
数
の
社
員
さ
ん
の
家
族
に
も
参

加
し
て
頂
け
、
大
変
有
意
義
な
イ

ベ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｊ
）
ヘ
ッ

ド
の
種
類
と
仕
組
み
を
紹
介
し

て
い
く
。
一
口
に
Ｉ
Ｊ
と
言
っ

て
も
「
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ア
ス
」

「
ド
ロ
ッ
プ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
」

な
ど
多
彩
な
方
式
に
分
か
れ

て
い
る
。
次
回
に
予
定
し
て
い

る
各
メ
ー
カ
ー
が
扱
っ
て
い
る

ヘ
ッ
ド
の
特
性
を
よ
り
深
く
理

解
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
と
し

て
、
各
方
式
の
仕
組
み
を
ひ
も

解
い
て
い
く
。◇

◇
◇

Ｉ
Ｊ
ヘ
ッ
ド
は
、
大
き
く
分

け
て
「
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ア
ス
方

式
（
Ｃ
Ｉ
Ｊ
：
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ

ｕ
ｏ
ｕ
ｓ 

Ｉ
ｎ
ｋ
ｊ
ｅ
ｔ
）」

と
「
ド
ロ
ッ
プ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

方
式
（
Ｄ
Ｏ
Ｄ
：
Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ 

Ｏ
ｎ 

Ｄ
ｅ
ｍ
ａ
ｎ
ｄ
）」
が
あ

り
ま
す
。

前
者
は
イ
ン
ク
滴
が
常
時
連

続
的
に
出
射
さ
れ
て
い
る
た

め
、
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ア
ス
（
連

続
的
な
）
と
名
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
イ
ン
ク
滴
は
電
荷

を
持
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
電
場

を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目

的
の
方
向
に
カ
ー
ブ
さ
せ
る
イ

メ
ー
ジ
で
す
。

一
方
後
者
は
、
イ
ン
ク
を
飛

ば
す
必
要
の
あ
る
時
に
だ
け
発

動
し
て
飛
ば
す
た
め
オ
ン
デ
マ

ン
ド
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
ノ
ズ

ル
か
ら
イ
ン
ク
を
押
し
出
す
方

式
に
「
ピ
エ
ゾ
」
と
い
う
圧
電

素
子
の
振
動
を
使
う
タ
イ
プ

と
、
微
細
な
ヒ
ー
タ
ー
に
よ
る

泡
を
使
う
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
後
者
の
こ
と
を

「
サ
ー
マ
ル
方
式
（
Ｔ
Ｉ
Ｊ
：

Ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ 

Ｉ
ｎ
ｋ
ｊ

ｅ
ｔ
）」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

Ｃ
Ｉ
Ｊ
は
安
定
性
が
特
徴

Ｃ
Ｉ
Ｊ
方
式
は
安
定
し
た
技

術
で
、
最
も
多
く
使
わ
れ
る

シ
ー
ン
は
、
製
品
の
シ
リ
ア

ル
ナ
ン
バ
ー
、
ロ
ッ
ト
ナ
ン

バ
ー
、
製
造
年
月
日
や
消
費
期

限
な
ど
、
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン

で
、比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
文
字
・

数
字
情
報
を
印
字
す
る
と
い
う

局
面
で
し
ょ
う
。
基
本
的
に
は

主
た
る
目
的
に
沿
っ
て
黒
イ
ン

ク
が
主
流
で
す
が
、
コ
ダ
ッ
ク

は
こ
の
技
術
を
発
展
さ
せ
「
ス

ト
リ
ー
ム
ジ
ェ
ッ
ト
」
と
い
う

技
術
に
結
晶
さ
せ
て
、
フ
ル
カ

ラ
ー
プ
リ
ン
タ
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

Ｄ
Ｏ
Ｄ
方
式
の
う
ち
、
Ｔ
Ｉ

Ｊ
方
式
は
半
導
体
製
造
技
術
を

応
用
し
た
も
の
で
、
本
来
は
巨

額
の
設
備
投
資
を
必
要
と
し
ま

す
。
し
か
し
、
大
量
生
産
を
前

提
と
し
た
家
庭
用
プ
リ
ン
タ
に

採
用
さ
れ
る
こ
と
で
需
要
を
確

保
す
る
と
、
ヘ
ッ
ド
の
単
価
は

非
常
に
安
価
と
な
り
、
使
い
捨

て
が
可
能
な
レ
ベ
ル
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｊ

Ｅ
Ｔ
が
７
万
ノ
ズ
ル
を
有
す

る
、
ワ
ン
パ
ス
仕
様
を
意
図
し

た
ヘ
ッ
ド
を
開
発
し
非
常
に
安

価
に
供
給
を
始
め
て
い
ま
す
。

微
小
と
は
言
え
熱
を
使
う
た
め

イ
ン
ク
種
は
水
系
に
限
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を

破
っ
て
発
展
す
る
可
能
性
も
あ

り
、
要
注
目
で
す
。

Ｄ
Ｏ
Ｄ
ピ
エ
ゾ
方
式
の
分
類

Ｄ
Ｏ
Ｄ
方
式
の
も
う
一
方
、

ピ
エ
ゾ
方
式
は
物
理
的
な
振
動

を
用
い
て
イ
ン
ク
を
飛
ば
す
の

で
、
イ
ン
ク
種
の
制
約
は
比
較

的
緩
い
の
が
特
徴
で
す
。
振
動

を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か

に
よ
っ
て
更
に
細
か
い
分
類

が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
く
言
っ

て
、
ピ
エ
ゾ
素
子
に
電
圧
を
印

加
し
た
時
の
変
形
を
、
イ
ン
ク

室
を
外
側
か
ら
押
し
た
り
引
い

た
り
す
る
力
に
変
え
る
「
ベ
ン

ド
モ
ー
ド
」
と
、
ピ
エ
ゾ
で
イ

ン
ク
流
路
を
形
成
し
、
そ
の

振
動
を
イ
ン
ク
に
直
接
伝
え
る

「
シ
ェ
ア
モ
ー
ド
」
が
あ
り
ま

す
。後

者
の
シ
ェ
ア
モ
ー
ド
は
英

国
の
Ｘ
Ａ
Ａ
Ｒ
が
基
本
特
許
を

有
し
て
お
り
、
日
本
企
業
も
何

社
か
が
ラ
イ
セ
ン
ス
を
受
け
て

ヘ
ッ
ド
を
開
発
し
て
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
き
て
そ
の
基
本
特

許
群
が
切
れ
始
め
た
た
め
、
各

社
が
独
自
の
発
展
を
し
て
、
新

規
の
参
入
も
増
え
る
こ
と
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
「
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ヘ
ッ
ド
」

と
い
う
言
葉
も
聞
か
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
ヘ
ッ
ド
を
構
成
す

る
部
品
類
を
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
Ｍ
ｉ

ｃ
ｒ
ｏ 

Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ 

Ｍ

ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｓ
ｙ

ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｓ
）
で
製
造
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
ヘ
ッ
ド
の
駆
動

原
理
に
よ
る
分
類
上
は
Ｄ
Ｏ
Ｄ

ピ
エ
ゾ
方
式
の
ベ
ン
ド
モ
ー
ド

と
考
え
て
お
い
て
間
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。

粘着テープ・シート類出荷実績
種　　類 数　量（㎡） 前　年　度 

同月比（％） 金　額（千円） 前　年　度 
同月比（％）

紙粘着テープ類 30,683,485 97.7 1,416,359 93.2
布粘着テープ類 11,154,405 104.7 1,447,398 104.3
フィルム粘着テープ類 29,746,097 111.9 4,051,676 118.9
特殊粘着テープ類 6,908,609 106.1 3,557,461 99.1
粘着テープ類　合 計 78,492,597 104.4 10,472,895 105.7
粘着シート類 2,987,941 101.6 461,834 129.3

総　 合　 計 81,480,538 104.3 10,934,729 106.5
平成30年8月分　日本粘着テープ工業会

ヘ
ッ
ド
の
種
類
と
稼
働
の
原
理
を
紹
介

▽
筆
者
紹
介
…
大
野
彰
得
（
大
野
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
）。
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
㈱

の
産
業
用
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
事
業
の
事
業
部
長
、
執

行
役
を
歴
任
。
退
社
後
、
現
在
は
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

の
普
及
を
促
す
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://ohno-

inkjet.com

）
を
運
営
し
て
い
る
。

第
２
回
「
Ｉ
Ｊ
ヘ
ッ
ド
の
種
類
と
仕
組
み
」

大野 彰得

各方式の図解。ピエゾや熱などによってインクを射出する仕組
みとなっており、各メーカーが精度向上の研究を続けている

第
２８
回
「
作
品
集
」

限
定
で
頒
布
開
始

Ｊ
Ｆ
Ｌ
Ｐ

オープンセミナーで印刷人育　
　成

日印産連  講師に田中 JFLP 会長も
ソ
ウ
ル
協
同
組
合
と
交
流

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
な　
　

ど

展
開

JPA

花井秀勝理事長

ソウル特別市印刷情報産業協同組合から若年層の組合員
11人が来日し、JPAの後継者育成プログラムを受講した

応
募
が
殺
到
し
募
集
を
締
め
切
っ
た

印
青
連  

初
開
催
！
オ
ト
ナ
が
主
役
の
「
運
動
会
」

“肩を組み、連携する”を醸成

正装姿で印青連体操
をする原田大輔校長

秋空の下、綱引きに二人三脚、借り物競争に大縄跳びと全 7 競技に汗を流した

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
説
く
田
中
祐
社
長

超音波
ヘッド

偏向電極

ガター
（インキ回収口）

印
刷
面

インク
タンクポンプ

コンティニュアス
インキ滴

ピエゾ
ピエゾ素子

インキ室

電圧印加
変型（圧力）

インキ滴

サーマル
ヒーター

インキ室

ヒーター加熱
インキ滴

沸騰による泡
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